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今
年
で
６
年
目
に
な
る
「
ト
ラ

イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
は
、
兵
庫

県
下
全
て
の
公
立
中
学
校
の
２
年

生
が
、
学
校
を
１
週
間
離
れ
て
、

地
域
の
事
業
所
な
ど
で
職
場
体
験

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
文
化
活
動
を

行
う
も
の
で
す
。

こ
の
活
動
は
多
感
な
年
頃
で
あ

る
中
学
生
に
、
地
域
の
中
で
の
社

会
体
験
を
通
し
て
、
「
心
の
教
育
」

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
、
６

年
前
の
神
戸
児
童
連
続
殺
傷
事
件

を
き
っ
か
け
に
、
中
学
生
へ
の
心

の
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
全

国
に
先
駆
け
て
こ
の
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
他
の
自

治
体
に
も
「
心
の
教
育
」
を
行
う

た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
が
広
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。

最
初
は
動
き
も
ぎ
こ
ち
な
く
、

表
情
も
硬
か
っ
た
子
ど
も
達
で
す

が
、
最
終
日
に
は
仕
事
に
も
慣
れ

た
様
子
で
、
少
し
だ
け
た
く
ま
し

く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
兵
庫
県
下
の
中
学
２
年

生
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
約
90
％
の
子
ど
も
が

「
充
実
し
た
一
週
間
だ
っ
た
」
と
答

え
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
、

貴
重
な
体
験
を
し
、
学
校
で
は
学

べ
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
１
週
間
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

事
業
所
は
地
域
の
一
員
と
い
う

立
場
で
、
こ
の
活
動
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
毎
年
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
こ
の

活
動
が
地
域
に
根
付
い
て
き
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
各
事
業

所
で
は
、
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

子
ど
も
達
の
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

彼
ら
に
事
故
が
な
い
よ
う
細
心
の

注
意
を
払
い
な
が
ら
の
指
導
は
大

変
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
る
事
業
所
の
人
が
「
活
動
後
、

街
で
子
ど
も
達
に
出
会
っ
た
ら
、

手
を
振
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
う

れ
し
い
も
の
で
す
よ
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

す
が
、「
心
の
教
育
」
の
原
点
は
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

家
庭
、
学
校
、
地
域
の
人
々
が

子
ど
も
達
を
温
か
く
見
守
り
、
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
彼
ら
は
地

域
の
中
で
大
き
く
育
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

６
月
２
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
、
町
内
で
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ

ー
ク
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
３
８
０
人
の
中
学
２
年
生

が
延
べ
１
０
２
カ
所
の
事
業
所
で
様
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の

期
間
、
町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
慣
れ
な
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命

が
ん
ば
っ
て
い
る
中
学
生
を
見
か
け
た
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
回
は
、
奮
闘
す
る
中
学
生
と
彼
ら
を
支
え
る
地
域
の
人
々
を
追

っ
て
み
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
、「
学
校
と
ト
ラ
イ

や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
、
ど
っ
ち
が
楽

し
い
？
」
と
聞
く
と
、
一
様
に

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
！
」
と

い
う
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
、
新
鮮
で

興
味
深
い
１
週
間
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
勉
強
が

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
・
・
・
。

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
が
い
ろ

い
ろ
な
体
験
を
し
て
、
ま
っ
す
ぐ

に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
み
な

さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

【
い
な
が
わ
特
派
員
】

《生徒の声》ごみの問題を実感としてと

らえることができた５日間でした。ごみ

収集車といっしょに町内を廻りました。

生ごみは、袋が破れ中身が出ているもの

もありました。ごみを出すときは水切り

をしっかりして欲しいです。この仕事は

みんなのための大事な仕事だと思いま

す。収集車の清掃は楽しかったです。

《指導ボランティアの話》作業中の事故

を防ぐには、仕事に緊張感を持つことが

大事だということを、子ども達に教えま

した。また、顔を見せて欲しいですね。

《生徒の声》 農機具の洗浄や

梱包など機械を使う作業は、指

導ボランティアの人に教えても

らいながら、注意してしました。

苗の運搬など、体を使っての作

業は、きつかったけどがんばり

ました。田植えも初めての体験

でした。

《生徒の声》 午前中は郵便物

の仕分けと配達をしました。

大きな郵便バッグをさげて配

達するのはおもしろかったけ

ど、間違えないように配達す

ることにはとても気を使いま

した。午後からはポスター作

りをしました。ポスターは、

製作者名入りで猪名川郵便局

に掲示されるので楽しみです。

《生徒の声》 おもし

ろかったのは給油サー

ビスで、大変だったの

は商品の花の手入れで

す。接客では、相手の

立場で考えるというこ

とを勉強しました。大

きな声でお客様に「い

らっしゃいませ」を言

うように心掛けまし

た。お客様から応援の

声をかけていただいて

うれしかったです。

《指導ボランティアの話》「トライやる・ウィーク」は地

域社会で子どもを育てようという良い試みだと思います。

サービスする側に立場が逆転することによって、子ども達

に人を思いやることの大切さを学んで欲しいと思っていま

す。従業員たちも指導を楽しんでいます。子ども達は良い

出会いをすることで、大きく成長します。大人は本気で子

どもと向かい合うことが大事だと思います。

《生徒の声》動物が好きなの

でここを希望しました。馬に

接するのは初めてでしたが、

すぐに慣れて触れるようにな

りました。厩舎の掃除やえさ

やりも、馬に話しかけながら

しました。将来、こんな仕事

もいいなと思います。

ＪＡ兵庫六甲猪名川

猪名川乗馬クラブ

猪名川郵便局

クリーンセンター

《生徒の声》 商品の計量・陳列や、

そばの館で接客・皿洗いなどをしま

した。たくさんのお客様にすばやく

応対すること、自分で仕事を見つけ

て動くことは難しいとわかりました。

《指導ボランティアの話》 大人の中

に入って礼儀を覚えることも大事な

ことだと思います。いい経験にして

欲しいです。

道の駅いながわ

三 喜 石 油

子子
どど
もも
はは地地

域域
のの
中中
でで
育育
つつ

～六瀬中学校～

～六瀬中学校～

～中谷中学校～

～猪名川中学校～

～中谷中学校～

～猪名川中学校～

中中学学２２年年生生
�猪名川中学校

の生徒が、活動
中付けていたバ
ッチ（同校美術
部２年生、村上
沙織さん、太田
愛さんの作品）

昨年まで中谷中学校の教師をさ

れていた、町教育委員会事務局の

前田幸彦さんにお話を伺いました。

大大人人のの大大変変ささをを
学学んんででききてて欲欲ししいい

今の子ども達は昔に比べて、社

会体験が乏しく、地域とのつなが

りが薄くなってきているように思

います。そんな彼らが、地域の中

で活動をすることは、大いに意義

のあることです。子ども達は必ず

しも自分の希望している事業所に

行けない場合もありますが、職種

は大きな問題ではないと考えてい

ます。事業所では様々な人との交

流があり、そこで彼らは何かを感

じ、学ぶはずです。彼らに大人の

大変さを学んできて欲しいと思っ

ています。そこから自分の周りの

人への感謝の気持ちを改めて持つ

ことができると思います。また、

この体験が自分自身を見つめ直し、

将来を考える一つのきっかけにな

ってくれればと願っています。


